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規格化と個別化の融合：
            R.M. シンドラーの集合住宅

１．はじめに
　ルドルフ・シンドラーの建築創出の根底には，特
に集合住宅の創出にあたっては，一定の規格化とと
もに個々の住宅の個別性への志向が認められる．そ
の理由の一端は．彼が建築を作り出す上で，常にロ
サンゼルスの気候や地勢，また，建築生産への関心
があったことによると考えられる．
　1921 年から没する 1953 年まで，ロサンゼルス近
代建築を先導したシンドラーの，集合住宅（アパー
トメント）の代表作は， 
　１）プエブロ・リベラ・コート（1923）
　２）マノラ・コート（1926 − 40）
　３）ブベシュコ・アパートメント（1938，41）
　４）フォーク・アパートメント（1939）
　５）ローレルウッド・アパートメント（1948）
であり，それらに，1933 年から計画された規格型住
宅案「シンドラー・シェルター」をその中に入れて
よいであろう．
　実現作にしろ，計画案にしろ，彼は，規格化と個
別化の融合を明晰に意識していたことが，その設計
作品から認められる．個別化には，個々の住戸プラ
ンを，住要求に応じて変化させることはもちろん，
シンドラーは，特に地勢を重視した断面構成を採用し

ていたことから，その採用に際して，個別性での対
応も必要であった．一方，個別化に特化しないレベ
ルで抑え，一定レベルの規格化を同時に思考してい
るのもシンドラーの特徴である．規格化の背景には，
彼の活動当初には，十分でない建設技術への対応と
いう側面もあったが，30 年代中期以降は，自身の設
計の規範として，平面・断面ともにモデュールを採
用するようになる．
　本稿では，特に「シンドラー・シェルター」につ
いての検討を行う．規格型住宅案は，一般的には，
規格化を最も重視することから，勢い画一的なもの
となることが多い．シンドラーのこの案は，規格型
住宅案でありながら，可能な限り，画一性を回避し
ている点で，「団地再生」の本プロジェクトにおいて
も（戸建系，あるいはタウンハウス系の計画ではあ
るが）注視に値すると思われる．また，建築生産に
関して，彼は，活動の当初から様々な形で可能性を
追求するが「シンドラー・シェルター」は，その集
積であるとともに，彼の建築の特質を良く示すもの
でもある．本稿では「シンドラー・シェルター」を
対象に，その構成や規格化と個別性の特性を明らか
にする。
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２．シンドラーによる
　　　　　　　規格化への試行
　シンドラーは建築家としての活動
の当初から規格化への関心を有して
いた．その関心は２つの形式からな
る．工法と標準化されたユニットか
らなる集合住宅である．
　まず工法に関しては，シンドラー
が 独 立 す る 1921 年 以 降 の 5 年 間
において，集合住宅の様々な形式と
ともに，コンクリートを用いた工法
について様々な実験を行っている．

「シンドラー・チェイス邸 (1921 −
22)，」における「スラブ・チルト」
工法，「プエブロ・リベラ・コート
(1923 − 25，) における「スラブ・
キャスト」工法などである．
　こうしたコンクリートを用いた
様々な試行は，彼が 1912 年に著し
た建築論で，「20 世紀までの建築様
式は全て機能的なものであった．建
築の形態は素材の構造的な性能を象
徴化してきた」と述べ，そうした観
念を旧来のものとし，20 世紀以降
の鋼構造やコンクリート構造の発展
により構造的な課題は「方程式へと
置換された 」ことから「キャンチ
レバーや大スパン，そして空間を形
成する皮膜としてのウォール・スク
リーン 」を彼の建築の造形言語と
して定位したことによるものと考え
られる．
　しかし，1929 年の世界恐慌以降，
コストが高騰したコンクリート構造
から離れ，木構造を主体とする建築
を創ることとなるが，その際にも工
法の試行を通しての，彼の造形言語
を創造する試みを継続する．その主
なものとして，
1933 年の ｢Schindler Shelter｣ ,
1 9 4 3 年 の ｢ P r e f a b r i c a t i o n 
Vocabulary｣，
1946 年の ｢Reference Frame in 
Space｣，
1 9 4 7 年 の ｢ T h e  S c h i n d l e r 
Frame｣
がある．
　 こ れ ら の 内，「Reference Frame 

in Space」は，シンドラーの規格化
への試行の一端を，平面・断面計画
におけるモデュールを用いた空間構
成法に求めたもので ,

「Prefabrication Vocabulary」と「The 
Schindler Frame」は，ともに，シン
ドラーがそれまで展開してきた空間
構成法を簡潔に示すものとなってい
る．
　それに対して「シンドラー・シェ
ルター」は住戸ユニットとして提示
されている唯一のものである．シン
ドラーが基本となる住戸ユニットを
計画し，それを集積させることで，
住宅地を形成していく試行を行う
もっとも初期の例が「モノリス・ホー
ム (1916)」である．これは，フラ
ンク・ロイド・ライトとの協働作で
あり，労働者用のコロニーを創る基
本的なユニットを想定している．先
にも述べた「プエブロ・リベラ・コー
ト」も 12 の同一のユニットを配し，
住宅地を創りだしている．
　以上のように工法と基準ユニット
の策定の２点で「シンドラー・シェ
ルター」がシンドラーにとっての規
格化への一つの到達点であると考え
られる．

３．シンドラーの
　　　　　1930 年代の空間構成
　「シンドラー・シェルター」の，
彼の建築作品における位置づけを考
えるには，彼の 30 年代の空間構成
を整理しておく必要があろう．
　シンドラーの空間構成の変容プロ
セスは，それぞれの空間構成に関わ
る諸要素を５年ごとに変容させてい
くことに特徴がある．さらに，その
変容も，素材やそれを用いた構成の
全ての要素を変えるのではなく，継
続する要素と変化させる要素に明確
に分けた上で，その効果を確認し，
さらなる変容へと移行するのである．
　以下に，シンドラーの 30 年代の
空間構成の特徴を述べる．
１）木構造で内外の仕上げ，天井の
　　地上げを無着色のプラスターで

　　行う．
２）モデュールは 4ft で，直交グリッ
　　ドを用いる．
３）外部のシークエンス計画（玄関
　　まで），内部のシークエンス計
　　画（玄関から居間まで）ともに，
　　30 年代前半までは，レベル差
　　や屈折を用いた様々な試行が行
　　われているが，30 年代後半以
　　降は，外部のシークエンス計画
　　においては簡潔な導入が，内部
　　のシークエンス計画について
　　は，屈折が少なくレベル差を伴
　　わないものと，屈折回数が２～
　　３回でレベル差を伴うものに２
　　分化していく．また玄関から居
　　間にかけての空間も天井面を中
　　心とする簡潔な分節を行ってい
　　た 30 年代前半から，30 年代後
　　半からは，分節の形式の複合化
　　へと変容する．
４）部屋の構成，なかでも公・私室
　　の構成も 30 年代の前半と後半
　　とで変容する．30 年代前半ま
　　では，その構成において様々な
　　試行がなされていたが，30 年
　　代後半以降，玄関で居間と寝室
　　をつなげる構成と玄関から居間
　　を経由して寝室へといたる構成
　　に２分化する．
５）居間空間の断面構成については，
　　7ft の高さを基準にその上下で
　　変化を付ける手法がとられてい
　　る．また天井の形状について
　　は 30 年代から勾配屋根を利用
　　した断面構成とともに，フラッ
　　トな天井による構成が併用され
　　ている．また 30 年代前半まで
　　にみられた吹抜を用いた断面構
　　成が，その後，半層までにいた
　　らない範囲でのレベル差の導入
　　へと変容する．
６）さらに居間空間の立体構成につ
　　いては，ヴォリュ - ムの貫入と
　　スラブの貫入による空の分節化
　　が行われ，特に 30 年代後半か
　　らは，隣接空間との構成法が豊
　　富化するようになる．
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４．「シンドラー・シェルター」
　　　　　　　　　　　　の概要
　シンドラーが「シンドラー・シェ
ルター」についての文章を記すの
が 1933 年である．この中で彼は，
当時の住宅の価格が一般的な年収
($2000) の３倍程度と高価であるこ
と（「シンドラー・シェルター」は
２寝室のタイプで＄1800 と試算し
ている）．この背景には，
１）アメリカにおいて住宅は居住者
　　の個性を刻印すべきものである
　　と考えられていることから，当
　　時の住宅問題の解決を企図した
　　工場生産による規格化住宅には
　　限界があること．
２）全ての部材を規格化した場合に
　　輸送費が問題となるばかりか，
　　職人に特別な訓練を施さればな
　　らないこと .
３）さらにメンテナンスの特殊性や
　　地域性への対応が必要であるこ
　　とを述べ，フォード・システム
　　の車両生産と同様の規格化住宅
　　の問題点を指摘する ．
　そうした状況をふまえシンドラー
は，構造体をユニット化し，住戸内
の間仕切り壁やクローゼットを規格
化すること，当時の地元の労働力や
素材を用いる計画を作成する．それ
が「シンドラー・シェルター」である．
　シンドラーが計画案を作成するの
は 33 年から 42 年である．この間
に残された図面は計 48 枚である．
この内の多くが 33 年から 36 年に
かけて集中的に作られている．しか
し，平面図・立面図，断面図，そし
て透視図全てが整合性がとられた
図面（群）はなく，「シンドラー・
シェルター」の意義を明らかにする
には不十分である．なお、図面番号
3144 は 2 ベッドルームのタイプ，
3148 は 2 ベ ッ ド ル ー ム の タ イ プ
の別案と 3 ベッドルームのタイプ．
3153 は配置パターンの検討である．
　そこで，48 枚の図面から，その
典型を確定するために，そのタイプ
や空間構成上の特徴を以下のように

導いた．
１）様々な平面タイプが示されてい
　　るが，それらの全てに居間，ダ
　　イニング・キッチン，ユーティ
　　リティ，浴室，ガレージが配さ
　　れ，ガレージの位置と寝室の数
　　がタイプを分ける主たる要素と
　　なっている．寝室の標準は２室
　　で，ガレージの上部に日光浴用
　　のテラスが設けられている．こ
　　れも寝室数が３室の場合はテラ
　　スに変わってガレージの上部に
　　配される．またヌックがある場
　　合は 1/2 室として表記されてい
　　る．
２）様々な立面のスタディが行われ
　　ているが，その平面タイプは寝
　　室が２室のものであり，スタ
　　ディの多くは，居間とガレージ
　　の構成のバリエーションに伴う
　　ものが中心である．浴室を中心

　　とする放射状の平面構成は，配
　　管を浴室周りの工業生産品の壁
　　の中に集約することを可能にし
　　ている．
３）標準的なモデュールは 5ft であ
　　る．
４）図面番号 3146，3150，3160，
　　3178 で「シンドラー・チェイ
　　ス邸」同様，コンクリートのパ
　　ネルを梁で連結していく構造が
　　用いられているが，それ以外は
　　全て「ギャレット工法」と呼ば
　　れる内部に空気層を有するコン
　　クリートの一体的な壁体で床・
　　壁（内外とも）・屋根を構成し
　　ている .
５）内部空間の構成については，玄
　　関ドアを開けるとそのまま居間
　　へと誘われ，居間と食堂は一体
　　的な空間が屋根もしくは庇のス
　　ラブの高低差によって曖昧に分

3144 3148

3153
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　　導入が行われている．これは，
　　彼が 30 年代後半から展開する
　　２つの手法に含まれるものであ
　　る．
４）玄関から居間を通過し寝室へい
　　たるという展開も，彼が 30 年
　　代後半以降に展開する２つの手
　　法に含まれる．
５）各室には２つの窓が設けられて
　　いること，居間では大きな引き
　　違いの窓を採用していること，
　　ホール上部の高窓を配すること
　　は，採光と通風を確保するもの
　　であり，居間の引き違い窓にみ
　　られる内外空間の流動性，また
　　日光浴のためのテラスを配し，
　　ロサンゼルスの気候を呼応する
　　ことを企図している点は，シン
　　ドラーの作品に共通するもので
　　ある．
６）断面構成については，シンドラー
　　は断面的なモデュールを採用し
　　ている．
７）さらに，立体構成についても屋
　　根スラブを輻輳させ，そこに開
　　口部をとることで「面」として
　　処理していることも，彼の空間
　　構成に共通するものである．

６．まとめ
　以上の考察をふまえ，まとめとす
る．
１）「シンドラー・シェルター」の
　　空間構成は，彼の 30 年代の空
　　間構成の典型的な事例とみなせ
　　ること．
２）シンドラーは住宅の規格化にあ
　　たって，地域の工法や気候に応
　　じたものとしていること．また
　　規格化するドアやクローゼット

　　に木材を素地で採用しているこ
　　と．
３）可変性のあるタイプを用意する
　　ことで個別性への対応を行って
　　いること．
４）以上のように，シンドラーのこ
　　の問題に対する関心は，規格化
　　とデザインの葛藤として捉えう
　　る．
　「シンドラー・シェルター」は工
場生産住居という課題に対する彼な
りの解であり，通常の建設方法の新
たな可能性よりも，低価格で質の高
い居住空間を追求するものとなって
いる．また，「シンドラー・シェル
ター」では，規格化された建設部材
を用いるのではなく，規格化の過程
を応用することに重点が置かれた結
果，規格化の単調さからのがれ，個
別化への途を開いている．
　彼は ｢シンドラー・シェルター｣
を経済効率だけを考えてデザインす
るのではなく，彼のこの時点に至る
までの思想や空間構成法の特質を，
極めて簡潔に示したものであると言
えよう．｢シンドラー・シェルター｣
で提示した彼の空間とその構成要素
および構成法を，シンドラーは継続
的に発展させていく。

　　節されている．居間と寝室を繋
　　ぐホール上部の高窓は採光と通
　　風を目的に設けられている．
６）内部の間仕切り壁やクローゼッ
　　トは可動式のものとしている．
　　このことで様々な家族形態や
　　パーティ等の特殊な場合に対す
　　る可変性を確保している．

５．「シンドラー・シェルター」
　　　　　　　　　　の空間構成
１）「シンドラー・シェルター」は
　　構造として，中空の一体的に打
　　たれるコンクリートを用いてい
　　る．このコンクリートの仕上げ
　　は，内部の木製のドアや寝室と
　　居間とを分節する木製の壁兼ク
　　ローゼットといった規格化され
　　た部材を除いては，内外で共通
　　しているもので，その結果，少
　　数の流通過程で済むようになっ
　　ている．こうした内外の仕上げ
　　を同素材のものにし，還元的な
　　空間を作り出す手法は，シンド
　　ラーが 30 年代において展開し
　　た内外空間をプラスターで覆う
　　ことと共通する．さらにこのコ
　　ンクリート壁は，断熱性の確保
　　と昆虫の進入を防ぐというロサ
　　ンゼルスの気候に応じたものと
　　している．
２）モデュールを用い，また直交グ
　　リッドで構成している点では，
　　シンドラーの 30 年代の作品に
　　共通するが，5ft をモデュール
　　としている点に特徴がある．
３）玄関を入ると，玄関上部の庇が
　　そのまま居間のボリュームに貫
　　入し空間を分節しているのみ
　　で，動線計画としては直接的な


